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10月の展望

　日本の8月輸出は米国向けが前年同月比21％
減、アセアン24％減、EU19％減など。これに
対して、中国向けは5％増と2カ月連続でプラス。
国別輸出比率では、8月は中国向け比率が24％で
米国向けの18％を上回った。商品別中国向け輸
出では、輸出の約1割を占める輸送機が19％増、
同約2割の機械と電機がともに6％増となった。
　米ファーウェイ向け規制強化でスマホ関連企業
に対する悪影響は懸念されるが、8月は半導体等
電子部品の中国向け輸出が10％増。工作機械受注
も7月は外需全体が25％減に対し、中国向けは51
％増と2カ月連続のプラス。8月の地域別受注は未
発表だが、中国向けの堅調な状況が期待される。
　中国政府はコロナ禍で国営企業の支援に注力し
たが、足元は民間企業の景況感も改善している。
中国でのDXを含めた製造業投資やインフラ投資
の増加は、日系機械・システムなどの関連企業に
受注増加の追い風となろう。 (9/24 田部井)

中国関連株に注目

9月の銘柄・業種別騰落率（8/31→9/23）中国で製造業投資が回復、機械メーカー等に追い風



銘柄
スクリーニング
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◇ダブルボトムを形成、または形成途上にある出遅れ銘柄
（選択条件）
・株価が3月安値(A)から反発して戻り高値(B）を付けた後に下落するも、(A)を割り込まずに再び反発。(B)を回復ま
たは回復途上にある。
・株価が、株価の上に位置していた長期トレンドをみる目安の52週移動平均線を上回る、または接近。戻り売りをこな
して買い方優位になりつつある。
・自己資本比率(実績)40％以上、今期売上高伸び率(会社計画)が前期比マイナス10％台まで。
・時価総額と売買代金の多いTOPIX Mid400(中型株)の中から選択。

ダブルボトムを形成している中型株
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特　集 サプライチェーンでみるDX
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サプライチェーンの各工程における、デジタル化を支援する企業を以下に列挙した。



ⅠPO
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初値後の好調銘柄が増加
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10月中旬からの決算発表に注目10月中旬からの決算発表に注目10月の
スケジュール


